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1 事業の成果
令和4年度は、団体の活動を多くの人に知っていただくために広報事業に力を入れ、支援を得るこ
とでイベントを実施していった。

2 事業の実施に関する事項
(1)特定非営利活動に係る事業 (事業費の総費用 【 770 414 】円)

(2)その他の事業 (事業費の総費用 【 0 1千円)
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プール活動の

広報事業
アモーレリフテイング水中
写真撮影会・写真展

8月 21
日・ 28
日、 11
月 21～
27日

千葉国際
総合水泳
場・日本
大学文理
学部

3人 障がい者 7組 530,414

水中運動等研
究事業

研究方法についての調査 随時
オンライ
ン

4人 240,000

定款に記載
された
事業名

事業内容 日時 場所
従事者
人数
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2022年 度を終えて

4月に公式サイトが完成し、各種SNSなどでの発信を開始。
F“ebook、 I∬tagraln、 TP�悦erの運用をしながら、協会の知名度の向上やビジョンの発信に努めた。

5月～ 6月 にかけてはプール活動の広報事業である「アモーレリフティング」開催の準備を開始、クラ
ウドフアンディングによって実施資金を集め実行するための必要な準備を進めた。

7月 1日～31日 までのクラウドフアンディングでは、 2日目にしてファーストゴールを達成、セカン
ドゴールも最終日の31日 に達成し、70人の方から819,600円のご支援をいただいた。
主なご支援は理事・正会員の知人だったが、少数とはいえそれまで関わりのない方にまで活動を伝える
ことができたのは、資金獲得に加えて大きな成果だった。
またクラウドフアンディングを実施する過程で「何のために行うのか」「どんなリターンが喜ばれるの
か」などを理事の間で議論、正会員と共有し、自分たちが何をしていくかを改めて見つめ直すことがで

きたのも、団体内にとって大きな収穫だったと言える。

クラウドフアンディングと同時並行で、写真撮影の参加者も募集を行った。昨年のテスト撮影の方や理
事・正会員の知り合いの方にお声がけして7組の方にご参加いただくことができた。

イベントや団体自体の知名度がまだまだ低いため参加者を集めるのには苦労したが、撮影に参加した

方々は初めての体験にもかかわらずチャレンジしてくださり、その姿に撮影をさせてもらうこちらがパ

ワーをいただいた。
また、クラウドフアンディングで募ったサポートの方々も参加者を安心させ、安全に撮影が進むように

それぞれが考え動いてくださり大変助けられた。
このようにして8月の撮影は事故などなく無事に終了した。
毎日新聞社の取材も入り、後日夕刊一面とウェブ版に掲載された。

その後、 11月の写真展示に向けての準備を進めていった。サポートの方の繋がりで当初予定していた
日本大学文理学部以外で 2つのイベントでの展示もさせていただくことができた。 (八ンズオン東京
他)
9月 には、クラウドフアンディング支援者限定のオンライン写真お披露ロイベントを実施、 5名の方に
ご参加いただき、撮影の裏話などを話しながら出来上がった写真を見て完成をともに喜んだ。

11月の日本大学文理学部の展示では、学生の方はもちろん大学で行われる催しで構内にきた方々や大
学の職員・先生方、プール教室の保護者の方にも目にしていただき、「こんな世界があるんですね」
「いるんな人に目にしていただきたい」などのご感想を直に聞くことができ、今後の活動の励みとなっ

た。

1月からは次年度の計画を理事を中心となって策定、次年度のアモーレリフティングの関しても新たな

形でチャレンジしていこうということになり、計画を現在進めている。
また、 3月 には8月アモーレリフティングでサポートしてくださった大学教授の方が著書で当団体及び
アモーレリフティングについて執筆してくださり、改めて自分たちの活動がどのような意味を持ちどの

ように捉えることができるのかを知る機会となった。

2023年 度は、アモーレリフティングで得た支援や応援を糧としてそれ以外の事業 (研究 。提言)を
進めていくとともに、ビジョン達成まで団体の活動が持続可能な形で行えるよう、団体の運営に関して

も強化していきたい。



書式第 14号 (法第28条関係)
事 業 報 告 用

日本プール利用推進協会

全狙型聾』霊』ロロ豊豊
(令和 4年 4月 1日 から令和 5年 3月 31日 まで )

特定非営利活動法人

特定非営利活動に係る事業 その他事業
科 目

金  額 小計・合計 金  額 小計 。合計
合計

賛助会員受取会費 10,000
10,000 10,000

受取寄附金 1,028,851
1,028,851 1,028,851

0

受取利息

1.038.851 1.038.852

２００
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０００
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０００

770,414 770,414

諸謝金
外部委託費

消耗品費
印刷製本費
通信運搬費
旅費交通費
会議費

広告宣伝費
交際費
研究開発費

770.41` 770.414

消耗品費
通信運搬費
旅費交通費
諸謝金
支払手数料
広告宣伝費
研修費
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００
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８５

∞

345,109 345,109
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1.424
-402.9813



書式第 15号 (法第 28条関係 )

(令和 5年 3月 31日 現在 )

事 業 報 告 用

,「
.
利活動法人  日本プール利用推進協会

単位 :円
4 日 令   箱 小 計 ・ 合 計

2

3

現金預金
未収金

456,045
1,000

457.045

457.04

【A】 資 産 合 計 ①+② 457,045

負 の  部

450,028

未払金 450,028

450.(

410,000

長期借入金 410,000

410.00(
860_(, 計 G )+④

t財 産 の 部
正味財産額 1,424

こ財産増減額 401,'107

1 計 -402.98(

【B】 負 債 及 び 正 味 財 産 合 計 【B-1】 +【 B-2】 457,045

全狙型整望選轟麹麟堕
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令和 4年度  計算書類の注記 事 業 報 告 用

特定非営利活動法人  日本プール利用推進協会

重要な会計方針

計算書類の作成は、NPO法人会計基準 (2010年 7月 20日  2011年 11月 20日 一部改正 NPO法人会計基準協議会)に
よっています。

(1)消費税等の会計処理
消費税等の会計処理は、税込方式によっています。

2.事 業別損益の状況

3.借 入金の増減内訳

科 目
水中運動研
究事業

プール活動
の広報事業

プール指導
者 。利用者
の支援事業

その他の事
業

事業部門計 管理部門 合計

0

1,028,851

1

10,000 10,000

1,028,851

1

1,028,851

1,028,851 ｎ

Ｖ 1,028,852 10,000 1,038,852ｎ

Ｖ

20,200

6,362

22,380

15,000
7,813

155,000

224,709

74,970

3,980

240,000

0

0

33,105

56,900

51,060

60,000

132,159

3,000

8,885

53,305

6,362

79,280

66,060

67,813

155,000

224,709

83,855

3,980

240,000

132,159

3,000

240,000

20,200

6,362

22,380

15,000

7,813

155,000

224,709

74,970

3,980

530,414 ｎ

Ｖ

ｎ

Ｖ 770,414 345,109 1,115,523240,000
770,414 345,109 1,115,523240,000 530,414

ｎ

ｖ 258,438 -335,109 -76,671240、 000 498,437

I 経常収益
1・ 受取会費
2.受取寄附金
3.その他の収益
経常収益計
Ⅱ 経常費用
(1)人件費
人件費計
(2)そ の他経費
消耗品費

印刷製本費

通信運搬費

旅費交通費

会議費

諸謝金

外部委託費
広告宣伝費

交際費

研究開発費

支払手数料

研修費

その他経費計

経常費用計

当期経常増減額

科 目 期首残高 当期借入 当期返済 期末残高
∩

Ｖ 410,000 410,000

ｎ

ｖ 410.000410,000

長期借入金

借入金 )

合計



4 役員及びその近親者との取引の内容
役員及びその近親者との取引は以下の通りです。

その他特定非営利活動法人の資産、負債及び正味財産の状態並びに正味財産の増減の状況を明らかにするた
めに必要な事項
・過年度損益修正損
過年度損益修正損327,736円は、前期 (第 1期 )の諸謝金、研究開発費に係る費用であります。

ｒ
Э

科 目
計算書類に

計上された

金額

内、役員と
の取引

内、近親者
及び支配法
人との取引

10,000

1,028,851
5,000

100,000

1,038,851 105.000

410,000 410,000

410,000 410.000 ∩

〉

(活動計算書 )

賛助会員受取会費

受取寄附金

活動計算書計

(貸借対照表)
長期借入金

貸借対照表計



書式第 17号 (法第 28条関係 )

(令和 5年 3月 31日 現在 )

事 業 報 告 用

特定非営利活動法人 日本プール利用推進協会

4 日 令   箱 ′1ヽ    言十 合   計

5,685
450,360

456,045

1,000
1,000

2

賛助会員会費未収金
未 収

現金

ぎ言レ含銀行普通預金

457,045

【A】 資 産 合 計 ①+② 457.045

】 負 債  ( )部

450,000
28

450,028
450.028流 目

未払金

顧問等への謝金

電話料金

b負

410,000
410,000

【I

Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
申

一　

　

　

　

　

闇

2

」色

長期借入金
借入金

410.000

860,028【B-1】 負 債 合 計 ③+④

【B-2】 正 味 財 産 合 計 【A】 ― 【B-1】 -402.983

全狙土生度_財産且録



書式第 18号 (法第28条関係)

事業報告用

2022年度年間役員名簿 (前事業年度において役員であつたことがある全員の氏名及び住所又は居所並
びにこれらの者についての前事業年度における報酬の有無を記載した名簿)

墨歯」奎議整辞眈週△_____工墾匡Zニユ塑班王雌進協会

1 確認事項 (法第20条及び第21条を確認の上、チェックを入れてください。)

□以下の役員には、欠格事由者が含まれません。 (法第20条関係)
□各役員について、親族の規定に違反していません。 (法第21条関係)

2 役員一覧

役名
どちらかに○

(フ リガナ)

氏名

前事業年度内の

就任期間

報酬を受けた期間

(該当者のみに記
入 )

1 ごり・監事
ヤマモト  アヤミ

山本 彩海

2022年  4月 1日

31日2023年  3月

年  月  日

年  月  日

2 o鑑事
ヨコヤマ  ミスミ

横山 三純

2022年  4月  1日

2023年1 3月  31日

年

月

月  日

年 日

3 こぅ声
・監事
ニシカ・ワ  シ・ュンヤ

西川 隼矢

2022年  4月 1日

31日2023年  3月

年

月

月  日

年 日

4

オタ'  トモコ

織田智子

2022年

2023年

4月 1日

31日3月

年  月  日

年  月  日

5 理事・監事
年  月  日

年  月  日

年

月

月   日

年

6 理事・監事
年  月  日

年 月

年

月

月   日

年

7 理事・監事
年  月  日

年   月  日

年

月

月  日

年 日

8 理事・監事
年  月  日

年  月  日

年

月

月

日

日

年

理事И藍⇒
_`/



書式第4号 (法第 10条・第28条関係)
設立・事業報告用

社 員 名 簿 (社員のうち 10人以上の者の名簿)

特定非営利活動法人___工:セLZ二と型圧幽l基載饉ユ_…

氏   名

1 岡崎寛

織田智子

3 中西悠子

4 酒井泰葉

5 辻村尚子

6 藤田ひとみ

7 村上浩宣

8 横山三純

9 西川隼矢

10 櫻井 宏樹

11 山本 彩海

12

＾
∠


